
      

昨
年
12
月
20
日
、
政
府
は
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
指
針
）
案
」
を
示
し
ま
し
た
。
正
社
員
と
同
じ
仕
事
を
す
る
非
正
規

社
員
の
賃
金
は
「
同
一
の
支
給
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
明
記
し
、

賞
与
や
通
勤
費
な
ど
の
支
給
、
慶
弔
休
暇
な
ど
の
福
利
厚
生
に
つ
い
て

も
改
善
を
す
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
中
身
を
よ
く
見

る
と
資
本
に
都
合
の
良
い
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

例
え
ば
基
本
賃
金
、
昇
給
、
賞
与
は
〝 

経
験
・
能
力
、
成
果
な
ど

の
違
い 

〟
で
差
を
設
け
る
こ
と
を
認
め
て
い
ま
す
。
成
果
主
義
賃
金

が
拡
大
す
る
中
、
能
力
や
業
績
、
成
果
と
い
っ
た
主
観
的
要
素
で
賃
金

が
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

ま
た
、
企
業
へ
の
貢
献
度
や
企
業
内
で
の
責
任
に
一
定
の
違
い
が
あ

る
場
合
、
正
社
員
と
非
正
規
社
員
の
支
払
額
に
格
差
を
つ
け
る
こ
と
を

容
認
し
て
い
ま
す
。
待
遇
差
が
職
務
内
容
の
違
い
に
比
べ
て
妥
当
か
ど 

  

      

う
か
の
判
断
は
誰
が
す
る
の
で
し
ょ
う
。
結
局
、
企
業
が
判
断
す
る
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

恣
意
的
に
「
貢
献
度
が
低
い
」
と
判
断
さ

れ
差
別
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
数
多
く
出
て
き
ま
す
。 

正
社
員
と
非
正
規
社
員
の
賃
金
格
差
は
、
厚
労
省
（
２
０
１
６
年

度
）
の
統
計
で
平
均
63
・
９
％
（
欧
米
は
80
％
）、
働
き
盛
り
の
40

代
後
半
は
約
半
分
と
い
う
状
況
で
す
。 

今
、
〝 

ど
こ
で
も
誰
で
も
20
万
円
／
月
以
上
、
法
定
最
低
賃
金
を

１
５
０
０
円
／
時
以
上
に
、
今
す
ぐ
１
０
０
０
円
／
時
の
保
障 

〟
〝 

２
万
円
以
上
、
７
％
以
上
の
大
幅
賃
上
げ 

〟
を
要
求
し
「
17
け
ん
り

春
闘
」
が
闘
わ
れ
て
い
ま
す
。 

正
社
員
の
賃
下
げ
で
格
差
を
な
く
す
な
ど
と
い
う
本
末
転
倒
の
状
態

に
な
ら
な
い
よ
う
17
春
闘
を
精
一
杯
闘
い
抜
き
ま
し
ょ
う
。 
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